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函館市 IT。 ロボット等活用生産性向上補助金等実績報告書

令和 5年 (2023年 )2月 15日

函 館 市 長  様

申請者

令和4年 (2022年)11月 14日付け函経工をもつて補助金等の交付決定を受

けた下記の補助対象事業は,令和 5年 (2023年)2月 9日 に完了したので,関係

書類を添えて報告します。

記

1 補助対象事業の名称 商品ラベル管理の IT化 と作業効率

2 補助金等交付決定通知額  金 1, 725, 000円

3 補助金振込先 (申 請者の口座 )

4 実績書 別紙のとお り

住所

氏名または団体名

および代表者氏名

函館市西桔梗町589番地39

昭和製菓株式会社

代表取締役 田口 輝

銀行柔 支店名 口座の種類 口座番号

電

口座名義

(カ ナ)



別紙

実 績 書

商品ラベル管理の IT化と作業効率改善補助対象事業の名称

多彩なラベルフォーマットに対応した汎用自動貼り

ラベラー (AP-800)の アプリケィターは上貼りと下

貼りを同時に行う事が可能であり上貼リアプリケー

ターは商品ラベルの貼付け、下貼リアプリケーター

は裏面表示ラベルになる。

現状では商品ラベルは全て外注しており、裏面表示

ラベルは自社作成と一部外注している状況だが本機

種はラベル作成において自由にデザインする事が可

能であり、基本のシール ドラムを持つだけでデザイ

ンラベルを印字しながら上貝占りと下貼りを行えるの

で外注ラベルやラベル在庫く貼付けミスによる商品

ロスが無くなる。

又、パソコン用データ作成ソフトにより簡単にネッ

トワーク構築する事が可能で、ラベルデータの一元

管理はもちろんの事、バーコー ドスキャナーによる

商品呼出し、発行実績などの作業データを当社の生

産管理システムに繁げることで、これまで人手依存

でデータ化する事が出来なかつた業務を IT管理し

ラベル発行に関するクレームを無くす事が出来る。

操作性については無駄を省いた簡単なタッチパネル

操作であり、基本的にはバーコー ドスキヤナーで商

品を呼出して、スター ト (発行)し、終了するとい

うのを繰り返すだけで作業データが記憶され、必要

であればドラム交換をしてスタートするというのを

繰り返すだけなので、簡単な基本的動作を覚えると

派遣社員も含めて、誰でも扱う事ができる機械であ

る。



平均的なラベノ咽占り作業量として 1日 あたり約

3,000個貼っているので、3,000個 を処理する能力の

差を、導入テス ト結果から算出した。

作業コス ト (3,000個当たり)※時給 920円計算

・ ラベル発行時間

現状約 1時間 (60分)=作業コス ト920円

。ラベル管理 (ロ ール状のラベル切断)

作業者 1名約 1時間 30分 (90分)=作業コス ト

1,380円

。ラベル貼 り作業 (表・裏面)

作業者 2名で 2時間 30分 (150分)=作業コス ト

4,600円

・外注ラベル在庫 (発注ロント1万枚、常時在庫 5

千枚)

シール 1枚 2.4円 =在庫 5千枚金額 12,000円

導入後の作業コス ト (3,000個 当たり)※時給 920

円計算

・ ラベル発行時間

ラベル発行無 し=作業コス ト0円

・ ラベル管理 (ロ ール状のラベル切断)

ラベル管理無 し=作業コス ト0円

・ ラベル貼 り作業 (表・裏面)

作業者 1名で 1時間 30分 (90分)=作業コス ト

と,380円

。外注ラベル在庫 (発注ロント1万枚、常時在庫 5

千枚)

外注ラベル在庫無し=在庫金額 0円

以上の結果から設備導入前後の 1日 の作業コス トの

対比では、導入前 1日 作業コス ト6,900円に姑し、

導入後 1日 作業コス ト1,380円 となり、自動化によ

るコス ト削減で 1日 当リー5,520円 の効果を得られ

る。

更に外注ラベルの発注サイクアレで合わせたコス ト計

算では、発注サイクル 3日 毎として 20,700+12,000

-4,140=28,560円のコス トを削減可能。



作業コスト削減=作業効率向上によつて、事務員の

拘束時間解消によるお客様対応の向上 (販売封応な

ど)、 必要作業員の削減により他作業へ転用、重大

なラベルクレエムリスクが無くなる事により関連す

る作業員の負担減少や会社の信頼性・企業イメージ

の向上が得られる。

今後の展開について

作業効率向上にようて人員の他作業への転用が可能

になった為、既存製品の増産や新商品開発を行って

いき、積極的な営業活動を展開していく。

又、他作業で IT化可能な作業ラインが無いか調査し

更なる効率化を目指していく。

(湖  1 実績書の内容について,詳細に記載すること。 御l紙ヽも可)

【添付書類】

① 収支決算書 (第 5号様荊

② 補助灘 費に係る支出を確認することのできる書類の写し            ′

(例 :銀行振込受領書,領収書等)

③ 楓亀械装置等を導入または改造もしくは改良した場合は,当該機械装置等の納品が確認できる

書類 (例 :納品書,契約書等)およびその機械装置等の写真や概要がわかる資料等



第 5号様式 (第 12条 )

収支決算書

収入の部

支出の部

収支差引額

(単位 :円 )

(単位 :円 )

円0

項  目

本年度予算額 本年度決算額 増減

内 訳

自己資金 甲引 1,725,000 1,725,000 1,725,000 0 0

函館市補助金 聰引1,725,000 1,725,000 1,725,000 0 0

合  計 卿引3,450,000 3,450,000 3,450,000 0 0

項 目

本年度予算額 本年度決算額 増減

内 訳

汎用 自動貼 リラ
ベ ラー (AP―

800)

3,450,000 3,450,000 3,450,000 3,450,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

合 計 3,450,000 3,450,000 3,450,000 3,450,000 0 0

(注)1 金額については,すべて消費税および地方消費税相当額を除いた額で記載すること。


